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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

持続可能な「育てる漁業」を 安全・安心な「養殖魚」の安定供給
「育てる漁業」のスペシャリストとして、海の環境と食を

守るために持続可能な養殖漁業に取り組みます。

食の未来の担い手として21世紀の水産業の発展と地域

活性化に寄与してまいります。

養殖魚の飼育環境から出荷環境まで、こだわり抜いた

高い基準で安全管理を実現します。消費者の食卓

にいちばん近い企業として、常に消費者の視点に立ち、

安心・安全で美味しい魚の安定供給を追求します。

【主な取り組み】
養殖漁業のトータルサポート（仕入、販売、加工、

人工孵化）、水産エコラベル（MEL認証）取得、マグロ、

うなぎ養殖、加工、販売、水産業の6次産業化の推進

【主な取り組み】
HACCP認証取得、トレーサビリティシステム構築と一貫

した生産体制の確立

「地域貢献」 「自然環境」の保護に向けて
地域社会の一員として、地域との絆を深め、事業活動

を通じて、魅力あふれる地元の発展に寄与します。地

域から必要とされ続ける企業として、持続可能な地域

社会の実現に貢献してまいります。

宇和海の豊かな自然環境を守るため、サプライチェー

ン全体を通じて環境負荷の軽減を図 ります 。

魚、海、山、地球、そして未来の子供達の為に、水産資

源の持続的利用や環境保護に取組んでまいります。

【主な取り組み】
海岸の清掃活動「海の豊かさを守ろう」、電子図書館へ

の寄付（宇和島市） 、自然災害発生時の支援体制（被

災者用の施設、飲料水等の生活必需品の提供）

【主な取り組み】
環境性能の高い設備への更新（照明設備、自然冷媒

設備等）、エコフィードの活用・食品ロスの削減、閉鎖循

環方式による水使用量の削減、海・山(陸)の保護

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。

1. 当社の基本は人であり、社員の情熱と能力を引き出し人作りを進めて行く。

2. 当社は活動を通じてふれあうすべての人 に々信頼され、愛され、喜ばれる企業となる。

3. 当社の提供、開発する商品、サービスは、常に高品質と安定供給を保証し、

国内はもとより、世界的に評価される企業となる。

4. 会社の繁栄と社員の豊かな生活の一体化を図る。

という社訓のもと、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域の課題解決、発展に寄与し、持続可能な社会の実現に努めてまいります。


